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ベニザケ の ス モルト放流に 関する生態学的検討 

一 ふ化場 産 ベニ ザケ の生活史 一 

帰 山 稚 蚕， 

Life@history@of@sockeye@salmon@ released@from@hatchery 

Masahide@ Kaeriyama* 

The  anadromous  form  0f s0ckeye  salmon  (O れし 囲仮 れこん 硲彫橘め is  n0t 

naturally@ found@ in@ Japan ， while@ the@ lacustrine@ form@ (kokanee@ salmon)@ is 

di   t Ⅰ     buted@ among@ several@ lakes ． Recently,@ anadromous@ sockeye@ salmon 

have@been@produced@from@kokanee@s3mon@o Ⅱ     gi   a Ⅰ     ng@from@Lake@SHkotsu@by 

smolt@ release@ technology ． In@ the@ Bibi@ River@ of@ the@ Abira@ River@ System ， 

hatchery-reared@ kokanee@ salmon@were@ released@ as@smolt@ (age@ 1.6)@ from@ the 

spring@of@1985.@ First@sockeye@salmon@ (age@1.1)@ returned@to@the@Bibi@River@in 

the@summer@of@1986.@ In@1991 ， number@of@sockeye@adults@returning@to@the@Bibi 

River@ attained@ to@ 4,763@ individuals ． Return@ rates@ have@ ascended@ since@ the 

1987@brood@year@which@derived@from@the@first@generation@of@sockeye@salmon   

Life@history@pattern@of@sockeye@salmon@was@discussed@with@the@genetic@effect 
of@ the@ o Ⅱ     ginal@ popula Ⅰ     on@ and@ the@ age@ diversity@ of@ seaward@ migration@ and 

matU 「 l 屯 Ⅴ   

サケ 属 魚類 (0 舵伴 加乃ど んぴ力 にニジマスや ニジマスの祖先型から 生じたと信じられて 

カツトスロート・                                         いる。 ただし，反論も 多くあ り，サケ科の 

で 久しくなる。 ここでは話しの 複雑さを 避 最古の化石 RnfRa.l 解 rl 亦弟の 00 ル郷恭が 始新 

けるために，サケ 属音類は従来までの 太平 世時代の北アメリカの 淡水湖から発見され 

洋 サケ類 6 種に限って論議を 進めることと たこととサケ 属の絶滅種の 化石が北アメリ 

する。 力 西部の中新世層から 発見されていること 

                                                                          から，サケ属は 更新世よりかなり 古い時代 

サケ属名類は ，更新世の氷河期に 北太平洋 に分化したとも 信じられている。 分布 域の 

環帯で起こった 一連の地理的隔離に 基づき 広さと個体数の 多さから， ベ ニザ ケ は サケ 
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属任   類の中でもカラフトマス (0 ． ど 0% ぬ - 

c 脇 ), サケ (0 ． 屍肋 ) についで繁栄した 種で 

あ ると見なされている。 ベニザケ の漁獲量 

は 1952 一 1976 年の北太平洋と 近隣海域にお 

けるサケ 属缶類 全体の重量で 約 17%, 個体 

数で約 14% に相当し ，ベニザケ は 1980 年代 

には いり カラフトマス やサケと 同様に個体 

数を著しく増大させている。 ベニザケ の生 

活史に関する 最大の特徴はほとんどの 個体 

が淡水生活の 場所を湖沼に 依存しているこ 

とであ り， このような特徴は 他のサケ 属伍 、 

類では見られない。 " ベ ニザ ケ " の呼称は深 

紅の肉色に起因することは 言 う までもない 

が，北洋漁業華やかし 頃 は " ベニマス " と 

呼ばれていた。 ちなみに， ベニザケ の英名 

"sockeyesalmon" の "sockeye" は南部 

プリテ ッ シュ・コロンビアのインディアン 

部族により使われていた 語源 "sllkkai" が 

転化したものと 言われている。 

ここでは，北海道苫小牧市近郊のウトナ 

イ湖を抱く美々川において ヒメ マス 卵 より 

作出され ス モルトとして 放流されているふ 

化場 産 ベニ ザケ の生活史について 紹介する。 

ベニサ ケ の分布 域 と生活史パターン 

陸海里ベニ ザケ の主な産卵場所は ，北ア 

メリカではコロンビア 川からアラスカ 西部 

のクスコックウィン 川 までで， アジア側で 

はカムチヤツカ 半島であ る。 海洋生活 期 に 

は， ベニザケ は北太平洋， べ一 リング 海 ， 

北緯 40 度以北のオホーツク 海に分布する。 

一般的に， ベニザケ は冬季に北太平洋の 南 

側にシフト し ，春季の水温上昇に 伴い北部 

へ移動する。 アジア 側 と北アメリカ 側の個 

体群間， またアラスカ 湾と ブリストル湾の 

個体群間での 混合は顕著であ る。 ベニザケ 

のバイオマスはアラスカのブリストル 湾と 

カナダのフレーザーⅡ l で過半数を占める。 

アジア側ではカムチャツカ 半島の オゼルチ 

ャ川と カムチャツカ 川のバイオマスが 大き 

い。 

アジア側の分布 域 をもう少し詳しく 見て 

みると， ベニザケ は北方では極東沿岸に 沿 

ってアナディール 川 l まで，西方ではオホー 

ツク海北西沿岸の 0kh0ta 川と Kukhtuy 

川 まで広がっている。 南方では， ベニザケ 

は千島列島に 沿って分布し ，エトロフ島の 

ウル モベツ 湖が産卵河川の 分布両眼 域 とさ 

れている。 一方， ベ ニザ ケ の海洋分布は 南 

は三陸沿岸，北海道の 太平洋とオホーツク 

海の沿岸から 北方は北 べ 一肌ング海のチャ 

プリーナ 岬 まで，西部は 西カムチャツ カ の 

北部からオホーツク 海北部までと 言われて 

いる。 

このように，わが 国は降海里ベニ ザケ の 

産卵分布 域 の 雨 限を越えており ， その自然 

再生産は見られないが ，一生を淡水で 過ご 

す湖沼残留型の ヒメ マスが北海道の 阿寒湖 

と網走Ⅲ上流の チミケップ 湖に分布してい 

たと言われている。 阿寒湖の ヒメ マスは 1893 

年に支笏湖に 初めて移植され 人工増殖され 

るよ う になった。 しかし，阿寒湖 とチミケ 

ップ 湖における ヒメ マスの資源保護が 十分 

でなかったこと ，支笏湖の阿寒湖系 ヒメマ 

スが 今世紀初頭にオーバー・ポピュレーシ 

ョンで壊滅し ，その後エトロフ 島のウル モ 

ベツ 湖からべ ニザケ 卵が長年にわたり 大量 

に移植されたことから ，わが 国 固有の ヒメ 

マス個体群は 消失したものと 考えられる。 

陸海 型 ベニ ザケ の生活史パターンは ，浮 
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上 後 1-3 年湖沼で生活してから 陸海する 

湖沼型が大半であ るが，そのほかに 少数で 

はあ るが幼魚期を 河川で生活する 河川型と 

浮上直後に降 海 する海洋型に 分かれる。 陸 

海したべ ニザケ は 1 一 4 年の海洋生活の 後， 

再び生まれ育った 湖沼に回帰し ，湖沼の湧 

水部あ るいはその上流の 湧水系の河川で 産 

卵 し ，産卵後は全ての 個体が死亡する。 

笘 死生態 

美々 川 へは，ふ化場で 生産された 0" 幼魚、 

が，晩秋に 1" ス モルトが翌年の 春季に放流 

されている。 この幼魚、 とス モルトは， もと 

もとは支笏湖の ヒメ マスから生産された。 

カナダでは， ヒメ マスとべ ニザケ が同じ湖 

沼に生息し，産卵 期 には ヒメ マス雄が べニ 

ザケ 雌にスニークすることにより 繁殖の機 

会を持つが，同類交配と 交雑個体の生存率 

の低さから，両者は 同所的積分化をしつつ 

あ ると考えられている。 前述のように ，現 

在の支笏湖 産ヒメ マスはウル モベツ 湖のべ 

ニザケ 系の可能性が 高いが，少なくとも 15 

世代以上にわたり 陸封化されて 来た。 従っ 

て， このような ヒメ マスから人為的にべ ニ 

ザケ を作出する試みは 生物学的にもきわめ 

て興味深いものがあ る。 

1991 年に美々 川へ 湖上したべ ニザケ親魚 

4,7f6 靴 個体からその 繁殖生態をみると ， 親魚 
の湖上は 6 月下旬よりはじまり ， そのピー 

クは 7 月で， 9 月初旬までにはほぼ 終了す 

る。 湖上した親魚は 千歳ふ化場の 湧水油で 

約 3-4 カ月間絶食状態のまま 成熟を待ち， 

10-11 月に採卵媒精される。 雄視魚が先行 

湖上することから ，湖上から成熟までの 日 

数は雌 親伍 (86 土 4 日 ) に比べて雄視角 

(100 土 13 日 ) の方が 15 日ほど長いことがタ 

グ標識試験よりわかっている。 繁殖努力を 

表す 雌親 伍の生殖腺指数 (GSl) において， ヒ 

メ マスとべ ニザケ ，あ るいは 体 サイズおよ 

び年齢の違いによる 差は認められない (GSl= 

17 一 18%) 。 また，繁殖能力であ る 字卵数 

(fecundity, 武は体サイズ (L, mm) との関数 

であ り，両者には allometry 式がよく適合 

する (F 二 0 ． 00022L0 ・ M8 : r2 丁 0 ． 9757, 

P く 0 ． 001) 。 

親 魚の体長 (fork  length) は，第二次性徴 

を考慮しても ， 雄 (1.1 歳 魚 406%  27 ㎜， 1.2 歳 

色 512%  26 ㎜ @  の方が明らかに 雌 (1.1 歳 魚 

400%  20 ㎜， 1.2 歳 魚 471%  21 ㎜ )  より大型で 

あ る。 また， 1.1 歳 角 、 と 1.2 歳 缶 、 の体重も，そ 

れぞれ，雄が 833 土 2399  と 1r613%  248e, 雌が 

752 土 193K  と 1,277 土 1989  で雄の方が 雌 よ 

り大型であ る。 ， 性 上㎡ 雄ノ雌 ) は ， 1.1 歳 魚が 

2.41 であ るのに対し 1.2 歳 魚は 0 ． 49 を示し ，雄 

の方が雌に比べて 早熟であ ることがわかる。 

放流 缶   には例年少数の 早熟 雄 (preco- 

cious male) が出現するが ， 鱗 解析と寄生 

虫相から，それらは 成熟しつつも 陸海 し ， 

数カ月で産卵回帰することがわかった。 ま 

た， それらの早熟雄は 海水適応能試験から 

ス モルトと同様に 海水生活にスムーズに 移 

行できることもわかった。 ちなみに，ギン 

ザ ケ ではこの早熟 雄 のことをジャック Uack) 

と 呼んでいるが ， ベニザケ では海洋生活 一 

年の 1.1 歳魚 、 をジャックと 呼称している。 

以上のことから ， ベニザケ において繁殖 

能力は体サイズとの 関数であ り， 雌 親任に 

とっての繁殖成功 度はェ ネルギ一面から 見 

れば常に 卵 産出のための 資源獲得であ ると 

いうベイトマン 原理に従い， その繁殖努力 
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は 配偶子産出努力への 加重がきわめて 大き 

く，雄にとっては 番い形成努力に 獲得資源 

をシフトさせているとみなすことができよ 

う。 さらに， ベニザケ の早朝 雄が サクラマ 

スのそれとは 明らかに異なり ，海水適応能 

を有することはサケ 属音類の適応と 分化の 

方向を探る上できわめて 興味深いことであ 

る。 

ふ化場 産 ベニ ザケ の生活史 

ふ化場では，成熟した 親缶   より取り出さ 

れた卵は乾専決により 精子と受精される。 

受精卵は水温 8 。 C で約 90 日で 脾 化する。 そ 

の後，長い冬を 暗室 下 の 養 自他で過ごした 

仔 缶は早春に浮上し ， 摂 餌を開始する。 浮 

上時の稚缶の 大きさは体長 25mm, 体重 125mg 

と他のサケ 属色類 より小型であ る。 稚台   は 

その後乾燥配合飼料で 飼育され，一部はそ 

の年の晩秋に 0" 幼缶   ( 秋幼色   ) で湖沼に放 

流される。 残りの 幼伍   はさらに飼育され ， 

翌年の春季に 体長 120mm の大きさで 1" ス モ 

ルトとして放流される。 この ス モルト育成 

技術は，水温と 成長を人為的にコントロー 

ルすることによりほぼ 完成の域に達してい 

る。 なお， 秋幼色   は ス モルトに比べて 淡水 

残留型が多く 出現し，回帰率も 低い。 また， 

秋幼伍のス モルト期は遺伝的に 固定されて 

いる可能性が 高く， ウル モベツ 潮来ベニ ザ 

ケ 0 陣 海期 (6 月下旬 一 7 月上旬 ) と 同じ 

であ ることが，釧路川水系 塘路湖へ 秋季に 

0 ，で 放流された実験任からわかった。 

陸海したべニザ ケ幼缶は 一カ月ほど沿岸 

域に滞在し，短尾類メガロパ 幼生やテミス 

トあ るいはオキアミ 類など比較的大型の 動 

物プランクトンを 摂餌し ，体長 200mm 以上の 

大きさで沖合に 移動するようであ る。 これ 

までの様々な 時期に放流したマーキング 標 

識色の回帰結果から ， 5 月に放流した 個体 

が他の時期に 放流したものより 多く回帰す 

ることが分かっている。 ベニザケ がわが国 

の沿岸で生活できる 時期は，比較的遅くま 

で親潮冷水の 影響を受ける 太平洋 道東 沿岸 

においてでさえ 6 月末か， 7 月初めまでで 

あ る。 このことと前述のマーキンバ 標識色   

の回帰結果と 幼 缶の沿岸滞在期間も 考慮す 

ると，美々川からの ス モルトの陸海時期は 

5 月が適当であ ることがうかがわれる。 

沖合でのふ化場 産 ベニ ザケ の生活様式に 

ついてはほとんど 情報が得られていないが ， 

根室海峡に狂ぐ 西 別 川から放流された べ上 

ザケはカムチャツカ 半島東岸沖合まで 分布 

することが知られている。 マーキング標識 

色   が回帰途上に 海洋で再捕された 情報が僅 

かながら寄せられている。 いくつか紹介す 

ると，美々 川 放流の標識 色が 釧路沖，広尾 

沿岸で再捕されている 他，噴火湾の 長万部 

でも回収されている。 このことは べニザケ 

の回遊ルートおよび 海洋分布を考える 上で 

興味深い 再捕 結果であ る。 また， 塘路湖 放 

流の標識缶は 浜中沖の流し 網で再捕されて 

いる。 さらに，不思議なことに 四則川から 

放流された標識 伍が ，オホーツク 海に面す 

る 徳 忠則 川 に迷 入 して捕獲 場の ウライで回 

収されている。 母川回帰性が 最も強いと 言 

われるべ ニザケ でも母川以外に 迷い込むこ 

とがあ るという一例であ る。 

回帰の動向 

ヒメ マス卵から作出した ス モルトの べ ニ 

ザ ケ としての河川回帰率は 0 ． 40   0 ． 60% であ 

  



った 。 一方， ヒメ マスを親として 回帰した 

べニザ ケ の卵から作出した ス モルト ( ベニ 

ザケ F,) の 河 l@ 婦 率は 2.5 一 2.8% を示し 

た。 すなわち， ベニザケ几産 スモルトの方 

が ヒメ マス産スモルトより 4 一 8 倍高い回 

帰率で回帰した。 一方， ベニザケ F, 産 扶助 

缶の河川回帰率は 0 ． 8% でヒメ マス産スモル 

トと大差なかった。 これらの結果は ，美々 

Ⅲの べ ニザ ケ は水温や成長のコントロール 

といった人為的選択育種と 継代 放流により 

陸海佐と回帰性が 増進された可能性が 高い 

ことを示唆している。 

結論と今後の 課題 

このように べニザケ は ， ①陸海時期など 

に見られるように 15 世代以上にわたり 原産 

地の形質を引き 継ぐほど遺伝的固有性が 強 

いこと，一方，②同一集団から 陸 海里と淡 

水残留型の両生活史パターンが 出現したり， 

陸海年齢および 成執 年齢が変異性に 富んで 

いるなど生活史パターンに 多様性が観察さ 

れること， さらに③人為的選別育種と 網代 

放流により陸海佐と 回帰性が強まることな 

どから，その 生活史戦略は 量的遺伝モデル 

とみなすことができる。 従って，今後はこ 

のようなべ ニザケ の種特性を活かし ，わが 

国に適応したべニザ ケ 資源を作っていくこ 

とが究極の目的となるであ ろう。 しかし， 

その場合も可能な 限り種の特性を 活かし十 

分な遺伝的多様性を 維持しつつ， まわりの 

環境と仲良くつき 合っていくことが 必要不 

可欠なことであ ることは言うまでもないこ 

とであ る。 
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